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　今回の発表では日本における「婚外子差別」について扱います。

婚外子とは、結婚をしていない男女の間で生まれた子供のことを指し、法律上では「非嫡出子」と表記されます。日本では今現在も婚外子が結婚している男女の間で生まれた子、いわゆる婚内子（嫡出子）と比べ差別的な扱いをなされる場面があります。その中でも、具体的には民法900条4号但し書前段における、非嫡出子の相続分差別を取り上げます。この規定が日本国憲法14条1項に反する違憲な規定であるのではないかということが今回の主な論点です。

　実際過去にもこの規定についての合憲性を争った裁判が数件行われています。そして、上記規定の合憲性について、下級審では違憲判決が出ているものの、最高裁は合憲判決を出しています。また、民法改正が行われる際にも試案ではその規定の削除も検討されるものの、結局改正には至っていないのが現状です。
　法の下の平等を規定している憲法14条の視点からみれば、上記規定の違憲性は非常に濃厚であると思われるのに、なぜ日本においてはいまだに法改正がなされず、裁判でも合憲であるとされ続けるのか。憲法と実際の社会や法律との温度差は埋まらないのか。相続における非嫡出子差別の規定は憲法14条における合理的な差別に当てはまるほど必要な規定なのかなどを考えていきたいと思います。
関連条文

・民法900条
四　子、直系尊属又は兄弟姉妹が数人あるときは、各自の相続分は、相等しいものとする。ただし、嫡出でない子の相続分は、嫡出である子の相続分の二分の一とし、父母の一方のみを同じくする兄弟姉妹の相続分は、父母の双方を同じくする兄弟姉妹の相続分の二分の一とする。
・憲法14条
　すべて国民は法の下に平等であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において、差別されない。
・憲法24条
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